



















































































































































































































































































































































10 〇十八神社祭り手伝い 1 ・高齢者の生活時間について
10 ○学園祭のための情報収集 4 ・生活の楽しみについて
・秩父事件フィールドワーク ・集落支援課題について
・H・1宅訪問 ・傾斜地の農業維持継続の厳しさ
10 ○集落支援員訪問 1 ・ 生きがいを支える仕組み
○ボランティア農作業手伝い 4 ・ 農作物加工の難しさ
12 ○産直用こんにゃく作り 1 ・ 素材の旨み　共同作業の体験
2010 3 ○要介護者3名が通所し始めた群馬県A 2 ・ 過疎集落での社会資源活用の実際
市の特別養護老人ホームを見学、体験
ミニデイサービスへ参加
3 ○阿熊集落活性化講演会 2 ・ 集落間連携、自治体と住民組織の連携
・ボランティア活動の在り方















釜騰年灘整 鋤麟騰護叢 鐘㈱欝度生 霧灘獲鑑 実鐵藁
2007年度 3名 3名
2008年度 8名 4名 12名
2009年度 4名 7名 11名
























成果 難年 無　月 陶　　容 難灘数
卒業論文に引用（＊） 2005年度生 2008－3 卒業論文テーマ「過疎集落での学生の貢献とは」 1名
2005〃 2008－3 同「過疎集落に住み続ける想い」 1名





2006〃 2009－3 同「郷土芸能に寄せる高齢者の想いを探る」 1名
2007〃 2010－7 同「過疎集落に暮らすA氏の魅力を探る」 1名
2007〃 2010－7 同「農作業が高齢者に与える影響」 1名








































































































































































































































































































































介護の学び よ《学零だ 学鰻た 鍵欝べ慧麟羅 ま難欝黙癒瀬魏
介護を要する高齢者の
尊厳の理解
3 7 0 0
地域・自然と人間のか
かわり
7 1 2 0
第4節　考察
（1）人間と社会、人間の尊厳の理解を深める可
　　能性
　2007年から2010年に至る野外学習の試行を基に、
介護福祉を学ぶ学生が過疎山村から得る学びを概
観した。生活史の理解が尊厳ある介護を提供する
際には欠かせないが、学生にとって、高度成長期
以降の地域の変容を背景に持っ利用者理解は困難
が伴う。しかし、時代の推移は家族の在りようや
地域の産業、歴史や文化、個人の行動に影響し、
高齢者はその変貌の中を地域の主軸となって生き
て来た。これらの理解からどれほど困難な介護の
局面においても、生きてこられた道のりを共感的
に理解しようとする姿勢によって利用者を支え、
生活の中にともに希望を見出すことができる。
　生活史を理解する上で（過疎であるがゆえに文
化や慣習が比較的よく保存され、歴史が良く見渡
せる）過疎山村地域を歩き、尋ね、もしくはかか
わることは、介護福祉士として多様な人生を送る
高齢者とのかかわりに必要な想像力を逞しくする
ことを助ける。また人間が社会的、経済的な環境
に影響されるだけではなく、主体的にこれらと向
き合い地域の絆をもとに公私の力を活用しながら、
働きかけ築き上げてゆく力やその想いに目を向け
ることもできる。戦争や自然災害などで、または
集落内の諸関係で人の力の及ばない事象もあった
わけで、さらにこれらにいかに立ち向かい、ある
いは、なすすべもなく件み、どのように生き続け
てきたかといった事を理解することは、介護実践
で出会う人間像を理解する上で重要である。もっ
とも、生身の方々とのかかわりであるから、必要
以上の話には立ち入らない自制やプライバシーに
関する倫理の尊重が前提である。尊厳の理解とは
こうした人間の哀しみ、喜びの歩みに、しみじみ
と共感できた時に得られるものではないだろうか。
暮らし自体が苛酷であったB集落への訪問では、
生きてきた事、今、生きている事そのものが「人
間の尊厳」に値することを学ぶ過程でもあった。
こうした試みを玉里（2009）は「『園芸療法』の
枠を超えて『農村療法』となるかもしれない」18）
と交流の意義を述べている。今後事前準備として
介護福祉養成教育における過疎山村集落訪問による学びの可能性
　　　　「人間と社会」「人間の尊厳」の学習にあたって
の集落の概略の地勢や歴史経済的理解が必要であ
り、また自治会や集落諸組織、地方自治体諸組織、
社会福祉関連事業体、ボランティア組織等との学
生受け入れに関する連携が重要である。また学生
自身の「人間と社会」「人間の尊厳」に関する理
解の現状を把握、学びの目標を個別に組み立てる
過程も必要である。
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（2）　学びの方法、過程
　学生の理解の度合いから学習の目的と方法を選
び地域についての事前準備を行うが、学生はこれ
を主体的に捉えなおし、教員の意図しない発見や
学習を展開する力を持った。この体験を語り合い、
記録する中で学習課題は一層意識化され深められ
るよう。このことはまた教員自身に反映し教育観
を醸成させる。こうして教員もまた学びの循環の
一要素となる。学びの過程を以下のような循環的
な過程として活用する事が出来る。
「人間と社会」　「人
間の尊厳」に関する
理解の現状を把握、
学びの目標を個別に
組み立てる
↑
再アセスメント
住民・行政・ボラン
ティアらのサポート
を受け、戸惑いなが
らも住民の気持ちを
理解しようとする関
わり、集落の自然や
人に浸る感性的なこ
ころみ
　　↑
教員・学生同士の学び合いの深化
記録化することで更に意識化
人間と社会の理解、人間の尊厳の学びの醸成
→
介護の学習で得た、傾聴的
関わりを基にした交流の始
まり
交流により、困難な土地
で働き、暮らして来られ
た住民や共同体への共感
的理解の深まり
図1　学びの循環過程
（3）今後の課題
　以上、介護福祉を学ぶ学生が社会の中の個人、
個人と地域社会の絆、その中で人間の尊厳を如何
に学ぶことができるのかを概観した。学生として
の介護実践の立場、集落の持続的展開を志向する
立場をも踏まえ、
　①　集落での学びが、実習や実践の場でどのよ
　　うに連動するのかの継続的検証
　②　過疎山村集落での人間と社会、人間の尊厳
　　を感じ取る為の野外学習が、集落の持続的な
　　展開にどのように影響してゆくのか、住民の
　側からの感想を基に検証
③過疎山村集落での野外授業の継続的、効果
　的な展開方法の検討等が必要と思われる。
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